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さる 2月
がつ

23日
にち

（土
ど

）14:00 から、住
すみ

吉
よし

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センター2階
かい

大
おお

広
ひろ

間
ま

におきまして、

『2018年
ねん

度
ど

 実
じっ

践
せん

報
ほう

告
こく

会
かい

』がおこなわれました。 

「支援
し え ん

の質
しつ

向上
こうじょう

委員会
いいんかい

」がめざすこと 

●事
じ

例
れい

検
けん

討
とう

でもない、答
こた

えやノウハウを学
まな

ぶ場
ば

でもない。 

●「多
た

様
よう

な答
こた

えやノウハウ」を想
そう

像
ぞう

し、また創
そう

造
ぞう

することができる価
か

値
ち

観
かん

を、自
みずか

ら

の中
なか

に置
お

きお互
たが

いに磨
みが

き合
あ

う場
ば

である。 

知
ち

識
しき

を獲
かく

得
とく

し、価
か

値
ち

を学
まな

び、技
ぎ

術
じゅつ

を研
けん

鑽
さん

する研
けん

究
きゅう

会
かい

を経
へ

て、さまざまな部門
ぶ も ん

の職員
しょくいん

が、お互
たが

いの仕
し

事
ごと

内
ない

容
よう

（支
し

援
えん

の質
しつ

）を高
たか

め合
あ

っていくことをめざしています。 

 

実
じっ

践
せん

報
ほう

告
こく

ケース１ 

●支
し

援
えん

対
たい

象
しょう

者
しゃ

ではなく、支援
し え ん

主体者
しゅたいしゃ

であるために 

『特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームなごみ』からの報告
ほうこく

です。『なごみ』で生活
せいかつ

されているご利用者
りようしゃ

の暮
く

らしに焦点
しょうてん

を当
あ

て、ご利用者
りようしゃ

の「やりた

いこと」、「できること」を一
いっ

緒
しょ

に取
と

り組
く

まれていました。 

これまで、生
せい

活
かつ

の一
いち

部
ぶ

であった洗
せん

濯
たく

について、『なごみ』で生活
せいかつ

されるようになってからは、すべて職員
しょくいん

がおこなっていました。

そうしたことに「ご本人
ほんにん

の“できること”まで奪
うば

っていないだろ

うか？」という疑
ぎ

問
もん

を感
かん

じ、ご利
り

用
よう

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に、洗
せん

濯
たく

を生
せい

活
かつ

の中
なか

に取
と

り込
こ

んでいく作業
さぎょう

をおこなわれました。そ

の中
なか

で施設
し せ つ

生活
せいかつ

ならではのさまざまな違
い

和
わ

感
かん

に気
き

付
づ

き、これにもご利
り

用
よう

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に向
む

き合
あ

っておられます。 

 

実
じっ

践
せん

報
ほう

告
こく

ケース２ 

●ガイドヘルパーは障
しょう

がい者
しゃ

支
し

援
えん

の最
さい

前
ぜん

線
せん

ゆえに悩
なや

むし、だから楽
たの

しい 

『じらふヘルパー』からの報告
ほうこく

です。余
よ

暇
か

の中
なか

で遊
あそ

びを通
とお

して、ご利用者
りようしゃ

の「やりたいこと」、「できること」を増
ふ

やしていく取
と

り組
く

みをおこなわれ

ていました。 

飲
いん

食
しょく

店
てん

へのお出
で

かけで、飲
の

み物
もの

のサイズを尋
たず

ねられた際
さい

、「空
から

のカップ

を見
み

せていただけますか？」と、同行
どうこう

しているヘルパーが店
てん

員
いん

さんにお願
ねが

いすることで、サイズを口
こう

頭
とう

で確
かく

認
にん

す

るよりも視
し

覚
かく

的
てき

に確
かく

認
にん

することで、注文
ちゅうもん

を聞
き

くことができる、ということを理解
り か い

していただけます。そうした

きっかけを作
つく

って発
はっ

信
しん

することもヘルパーの仕
し

事
ごと

として取
と

り組
く

まれています。 

 

実践
じっせん

報告
ほうこく

ケース３ 

●商
しょう

品
ひん

や交
こう

流
りゅう

スペースを通
とお

してお客
きゃく

様
さま

にお届
とど

けできるものとは… 

『らふら』からの報
ほう

告
こく

です。『らふら』では、障
しょう

がいのある方
かた

々
がた

が作
さ

業
ぎょう

所
しょ

で手
て

作
づく

りされた雑
ざっ

貨
か

を仕
し

入
い

れて販
はん

売
ばい

しています。『らふら』ではどのよ

うな価
か

値
ち

をお客
きゃく

に提
てい

供
きょう

するのか？といったお店
みせ

のコンセプトが定
さだ

まっ

ていませんでした。（次ページに続く） 

http://www.lifesupport.or.jp/
mailto:info@lifesupport.or.jp


（1 ページの続き）そこで、さまざまな方
ほう

法
ほう

でお客
きゃく

のニーズを図
はか

っていく取
と

り組
く

みをされ、その中
なか

でも実
じっ

際
さい

に購
こう

入
にゅう

されたお客
きゃく

の声
こえ

を活
い

かすことを考
かんが

えました。お客
きゃく

の多
おお

くに「誰
だれ

かへのプレゼントに」といった声
こえ

があり、相手
あ い て

への想
おも

いを大切
たいせつ

にされていることが感
かん

じられました。「それでは、商品
しょうひん

の作
つく

り手
て

の想
おも

いも大
たい

切
せつ

にしよう」という

ことから「障害
しょうがい

のある方々
かたがた

が作業所
さぎょうしょ

で手作
て づ く

りした」ことを前面
ぜんめん

に出
だ

していくことが決
き

まりました。そこから『ら

ふら』のコンセプトとして「大
たい

切
せつ

な人
ひと

を想
おも

うちょっとした時
じ

間
かん

」、「普
ふ

段
だん

の暮
く

らしの幸
しあわ

せ」、「多
た

様
よう

な人
ひと

との交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

」が生
う

まれました。 

 

実践報告ケース４ 

●親
おや

子
こ

通
つう

所
しょ

の実
じっ

践
せん

の可
か

能
のう

性
せい

 

『SODATERU
そ だ て る

じらふ』からの報告
ほうこく

です。子
こ

どもの支
し

援
えん

を通
とお

して親
おや

子
こ

をターゲットとした支援
し え ん

を展開
てんかい

されています。主
おも

には就
しゅう

学
がく

前
まえ

の子
こ

ども

の発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

をおこなっていますが、子どもを育
そだ

てる親
おや

の安
あん

心
しん

や気
き

持
も

ち寄
よ

り添
そ

い、大
たい

切
せつ

にされている取
と

り組
く

みをおこなっています。 

子
こ

どもの支
し

援
えん

においては、「怒
おこ

るでも褒
ほ

めるでもなく、勇気
ゆ う き

づける」ということを大切
たいせつ

にしています。「褒
ほ

める」

ことは結果
け っ か

を伴
ともな

わなければできません。しかし、結果
け っ か

はどうあれ子
こ

どもの取
と

った行
こう

動
どう

を承
しょう

認
にん

することを伝
つた

える

ことで、子
こ

どもの「やってみよう」を支
ささ

える取
と

り組
く

みです。 

 

助言者
じょげんしゃ

の大橋
おおはし

奈美
な み

さん（医療
いりょう

法人
ほうじん

ハートフリーやすらぎ常務
じょうむ

理事
り じ

）からのコメント 

ケース１について、“気
き

づき”というキーワードが挙
あ

げられます。特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホーム

という生活
せいかつ

環境
かんきょう

における違和感
い わ か ん

に気
き

づき、ご利用者
りようしゃ

の「やりたいこと」、「できること」

に気づき、それらを奪
うば

ってきたのではないか、ということに気づいた事例
じ れ い

です。そこか

ら、ご利用者
りようしゃ

と一緒
いっしょ

にその人
ひと

の暮
く

らしに寄
よ

り添
そ

っていくところが素晴
す ば

らしいですね。今
こん

後
ご

はこうした特
とく

別
べつ

扱
あつか

い（個
こ

別
べつ

対
たい

応
おう

）について、どう向
む

き合
あ

っていくか、そして、生活
せいかつ

や暮
く

らしはきわめて個別的
こべつてき

であり、みんな同
おな

じように対
たい

応
おう

すれば良
よ

いものではない、という

ことが考
かんが

えられますね。 

ケース２について、飲食店
いんしょくてん

での「空
から

のコップを見
み

せていただけますか？」という発信
はっしん

が店員
てんいん

さんへの気
き

づきを促
うなが

している事例
じ れ い

です。こうして店員
てんいん

さんが変
か

わり、店
みせ

が変わり、やがて社会
しゃかい

が変わっていく、そんな素晴
す ば

らしい事

例だと思
おも

います。 

ケース３について、『らふら』におけるマーケティング戦略
せんりゃく

についての事例
じ れ い

かと思
おも

います。どのようにして販売
はんばい

を成功
せいこう

させるか、そのための戦略
せんりゃく

が、結果
け っ か

として素晴
す ば

らしいコンセプトを生
う

み出
だ

すことになりました。事業
じぎょう

コ

ンセプトが定
さだ

まっていなかったことによって、大切
たいせつ

にすること（価
か

値
ち

）を見
み

つめ直
なお

すことができたのではないで

しょうか。 

ケース４について、子
こ

どもを育
そだ

てる親
おや

にとっても「安心
あんしん

できる場
ば

」であるということです。「やってみせる」、「子

どもの行動
こうどう

を待
ま

つ」、「そのことを認
みと

める」ことの大切
たいせつ

さを、親
おや

も学
まな

び、子
こ

育
そだ

てが変
へん

容
よう

していく、という親子
お や こ

の支援
し え ん

を体現
たいげん

していますね。親
おや

と子
こ

どもの「やってみよう」を支
ささ

える、素
す

晴
ば

らしい取
と

り組
く

みですね。 

 

 

 

 

今回
こんかい

で 9回目
か い め

となりました。法人
ほうじん

職員
しょくいん

、地域
ち い き

の方
かた

など総勢
そうぜい

40名
めい

のお客
きゃく

様
さま

が来
こ

られ、大
だい

盛
せい

況
きょう

となりました。 

今回
こんかい

、スペシャルゲストとなった和井田
わ い だ

さんでしたが、変
か

わらず、ダジャレ連発
れんぱつ

のマスターぶりを発揮
は っ き

してくれ

ました。また、井上
いのうえ

さんも、自前
じ ま え

の着物
き も の

を着
き

られ、上品
じょうひん

なママとしてカウンターに立
た

ってもらいました。 



メニューは、牛筋
ぎゅうすじ

煮込
に こ

み、フライ盛
も

り合
あ

わせ、枝豆
えだまめ

の 3種
しゅ

盛
もり

とフ

ードバンクさんの提供
ていきょう

もあり、豪華
ご う か

なラインナップとなりました。

牛
ぎゅう

筋
すじ

は前
ぜん

日
じつ

から煮
に

込
こ

み続
つづ

け、深
ふか

みのある一品
いっぴん

に仕上
し あ

がりました。 

今
こん

回
かい

、初
はじ

めて参
さん

加
か

されたご利
り

用
よう

者
しゃ

も「こんな楽
たの

しい夜
よる

は、はじめ

てや！今
こん

度
ど

は僕
ぼく

も手
て

伝
つだ

いたい。月
つき

に一度
い ち ど

はしてほしい」とうれしい声
こえ

をいただきました。4月
がつ

で 9年目
ね ん め

となる「大領
だいりょう

であい」ですが、こ

れからもご利用者
りようしゃ

のみなさまと楽
たの

しい企
き

画
かく

をしてまいります。どう

ぞよろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

ライフサポート協会
きょうかい

の有志
ゆ う し

により、2018年
ねん

、

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

を応援
おうえん

する研修
けんしゅう

として生
う

まれました。 

西陣
にしじん

麦酒
ばくしゅ

計画
けいかく

、簡単
かんたん

に説明
せつめい

いたしますと、障
しょう

がいのある方
かた

々
がた

の

お仕
し

事
ごと

作
づく

りとして地
じ

ビールの工場
こうじょう

を作業所
さぎょうしょ

として作
つく

ろうとい

う計画
けいかく

の発起人
ほっきにん

である、児
じ

童
どう

精
せい

神
しん

科
か

医
い

の門
かど

眞
しん

一
いち

郎
ろう

先
せん

生
せい

をお招
まね

き

し、第
だい

一
いっ

回
かい

がはじまりました。この伝説
でんせつ

となった第一回から数
かぞ

え、

今回
こんかい

で第六回
だいろくかい

、そして記
き

念
ねん

すべき一
いち

周
しゅう

年
ねん

となります。昨年
さくねん

、ま

さに、同
おな

じ日
ひ

に、倒
たお

れた仲
なか

間
ま

が再
ふたた

び立
た

ち上
あ

がり、歩
あゆ

み出
だ

すまで

の一
いち

年
ねん

間
かん

でもありました。皆様
みなさま

も、毎日
まいにち

、色々
いろいろ

あると思
おも

います。

楽
たの

しむ、この一見
いっけん

とても簡単
かんたん

な事
こと

が出
で

来
き

なくなる時
とき

は誰
だれ

にでも

あると思います。子どもは楽しむという言葉
こ と ば

も知
し

らずに楽しんでいるのに、大人
お と な

になれば簡単ではなくなります。

仕
し

事
ごと

や子
こ

育
そだ

てや介
かい

護
ご

や、人間
にんげん

関係
かんけい

や、飽
あ

きや、お金
かね

、色
いろ

んなしがらみが絡
から

まってきて、つくづく生
い

きていくとい

う事
こと

は大変
たいへん

であります。でも、人生
じんせい

は 1回
かい

です。楽し

まなければ、自
じ

分
ぶん

から動
うご

き出
だ

さなければ、勇
ゆう

気
き

を出
だ

し

て土
ど

砂
しゃ

降
ぶ

りでも外
そと

に出
で

て行
い

かなければならない時
とき

があ

ります。 

我々
われわれ

は数々
かずかず

の構想
こうそう

から、打
う

ち合
あ

わせ、会議
か い ぎ

を重
かさ

ね、沢
たく

山
さん

の出
で

会
あ

いと別
わか

れを繰
く

り返
かえ

し、沢山の記憶
き お く

を無
な

くし、

ここに至
いた

りました。ここまでの道中
どうちゅう

は皆
みな

、無我夢中
む が む ち ゅ う

で

した。長
なが

く、険
けわ

しく、そして楽しく、しかし振
ふ

り返
かえ

れ

ばあっという間
ま

でした。我々は新
あら

たに「前
まえ

を向
む

いて進
すす

も

う」というスローガンのもと、第二幕
だいにまく

の幕
まく

開
あ

けを行い

ます。一
いち

か八
ばち

か、やってみれば良
よ

くなる事
こと

もあります。

最後
さ い ご

に笑
わら

えたら、それまでの苦労
く ろ う

も一緒
いっしょ

に笑える、そ

んな思
おも

いが詰
つ

まった研
けん

修
しゅう

です。ここは福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

だけではなく、医療
いりょう

、教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

をはじめ、様々
さまざま

な職種
しょくしゅ

、お

子
こ

様
さま

や学生
がくせい

さん等
など

なども参加
さ ん か

され、多
た

様
よう

性
せい

に富
と

んだ交
こう

流
りゅう

が産
う

まれる場
ば

です。 

西陣
にしじん

麦酒
ばくしゅ

計画
けいかく

で出来
で き

た、京都
きょうと

の地
じ

ビール、柚子無碍（ゆうずうむげ）など、美味
お い

しいドリンク、美味しいフー

ドを飲
の

み食
た

べしながら、楽しく、学
まな

んで下
くだ

さい。



 

 

べらしお福祉住吉東店 コブン・カフェ 手づくりショップパンプ Café コロたま

こんなお店
おいしい塩ラーメンが名
物

おいしいコーヒーとサン
ドいかがですか

オガリ作業所のお店。パンやパウンド
ケーキが売りです

阪和線我孫子町駅近く。安
くておいしいランチをどうぞ

開店曜日 月～金 月～金 月～金
火・水・金ランチ
月・木はカフェ

開店時間 11：30～13：30 9：00～14：30 10:00～16:00 10:30～14:30
備考

まちかど喫茶（るーぶ） まちかど喫茶（よさみ野） 田辺大根堂 FamilyFriendlyらふら

こんなお店
なごみ玄関でとれたて野菜
と壱岐の乾物販売

子育て支援のグッズ販
売しています

日にち 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週木曜日 火～土
時間 10:00～16:00
備考

ごはん倶楽部 なごみ食堂 るぴなすみんなの食堂 みんなのマーケットるぴなす

こんなお店
オガリで夕食作ってみんな
で食べましょう

特養なごみ入居者さんと
いっしょにカレーを

高倉台のみんなの食堂。土
曜朝集合

堺市南区高倉台の就労支
援スーパーです

開催日・開店日 4/18（金） 4/16（火） 4/6（土） 月～土
時間 17:00～19:30 16:00～19:00 11:00～13:00 10:00～17:00
備考 参加費400円 参加費100円 こども100円おとな300円

きまぐれカフェ
オレンジカフェ
ななしのごんべい

場所 なごみ地域交流スペース であい2階地域交流スペース

開催日 4/22（月） 4/13（土）
時間 10:00～15:00 14:00～16:00

”なごみ”でコーヒーとケーキはいかがですか？

10:00～15:00

 

 

 

  

 

おみせ・イベント・相談会～ぜひおこしください 

５月コース 
講義：５月 4 日（土） ５月 １1 日（土）  9:30 ～ 17:30 

実習：５月 １4 日（火）15 日（水）１6（木）１7 日（金） 

 １8 日（土）２1 日（火）２2 日（水）２3 日（木） 

 ２4 日（金）２5 日（土）２8 日（火）29 日（水） 

３0 日（木）31 日（金）のいずれかの日で３時間 

（実習内容により日程が変更になる場合もあります） 

閉講式：６月 1 日（土） 10：00 ～ 11：30 

◇会場：住吉総合福祉センター

（南海高野線住吉東駅東出口よ

り１００ｍ） 

◇募集〆切：４月 24 日（水）  

受講申込書をＦＡＸでお申し込

み下さい。 

◇募集定員：20名 

◆お問合せ：住吉総合福祉セン

ター（担当：高橋） 

☎：06-6678-7572 

fax：06-6678-7573 


